

消火器について

１．燃焼と消火の原理

　　　　燃焼とは物体が酸化反応を起こすことにより、熱と光を出す現象。

　　　　燃焼が起こるためには、４つの要素が必要

①燃物＝燃えるもの

②熱

③酸素=空気

④燃焼の連鎖反応

２．消火の４要素

①冷却効果＝燃え物を取り除く

②冷却作用＝熱を下げる

③窒息作用（希釈作用）＝　空気を遮断する

④負触媒作用

燃焼は、可燃物の着火部分が発生する高温により、他の部分が次々と熱せられて遊離し、酸素分子と結合する急激な連続する酸化現象である。

負触媒作用とは、この可燃物の分子と酸素分子との結合を遮断する作用を有するとされている。

３．消火器の用途と分類

　　　（１）Ａ火災

　　　　　　建築物その他工作物の普通の火災

　　　（２）Ｂ火災

消防法別表に掲げる第４類の危険物、並びに危険物の規則に関する可燃性固体類および可燃性液体類に係わる火災、引火性の液体等の油火災をいう。

　　　（３）Ｃ火災

通電中の電気設備の電気火災をいう

４．ＡＢＣ粉末消火器について

　　　（１）機構　　ガス（炭酸ガス・窒素ガス）加圧方式

　　　（２）消火薬剤　　リン酸アンモニウム・硫酸アンモニウム

（微細な１７７ﾐｸﾛﾝ以下の粉末）

　　　（３）消火の原理

1 ＮＨ４イオンによる負触媒作用

2 熱分解による冷却作用

3 正リン酸によるセルローズ（植物繊維素）の炭化・脱水作用⇒Ａ火災の場合

4 メタリンサンによる防塵作用

（燃焼表面にガラス状に溶けて付着する現象⇒Ａ火災の場合）

5 不燃性ガスによる窒息作用

　　　　などが考えられるが、大部分は①の負触媒作用によるものと考えられる。

　　　（４）適用火災

　　　　　　Ａ（普通）、Ｂ（油）、Ｃ（電気）いずれの火災にも適するが特に引火性液体

火災、ガス火災、電気火災に最適。

　Ａ火災には、深部に至らない表面火災に即効性を発揮する

　　　（５）２０型ＡＢＣ粉末消火器（ガス加圧式）の取扱い

　　　　　　　　消火薬剤量　　６．０　kg

　　　　　　　　放射時間　　　約２３秒（２０℃）

　　　　　　　　放射距離　　　３～５ｍ（２０℃）

　　　　　　　　使用温度　　　－２０～４０℃

　　　　　　　　炭酸ガスにて加圧

　　　　　　使用方法

　　　　　　　　風上より火点に徐々に近づく

　　　　　　　　安全栓を引き抜く

　　　　　　　　ホースを外し火元に向ける

　　　　　　　　レバーを強く握る

　　　（６）構内設置の消火器

　　　　　　　粉末消火器　　ＡＢＣ・ＢＣ　　１０型～大型

　　　　　　　炭酸ガス消火器（蓄圧式）ＢＣ

　　　（７）消火栓について

　　　　　１）種類　　　地上式不凍消火栓（双口・３方口）

　　　　　　　　　　　　地上式不凍屋外給水栓（双口・３方口）

　　　　　　　　　　　　屋内給水栓（事務所など）

　　　　　２）取扱い

　　　　　　　　　　　　消火ホースを接続

　　　　　　　　　　　　方口コックを開にする

　　　　　　　　　　　　消火栓ハンドルを取り付け徐々に開ける
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